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凡　例

仮排水トンネル呑口における地質の形成過程の概念図
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SG-3下部
礫が多い

SG-3上部
基質が多い

段丘崖の形成

裾花凝灰岩



仮排水トンネル呑口法面の基盤岩中に認められる薄層

写真-4　仮排水トンネル呑口法面山側上部（断層f1の上盤側）においても、写真-2に示した凝灰岩A層
に類似した凝灰岩が分布している。

凝灰岩A層

凝灰岩A層

断層f1

凝灰岩A層

凝灰岩A層

写真-2　写真-1の青枠内クローズアップ

裾花凝灰岩（火山礫凝灰岩）中に細粒～粗粒の葉理を伴う凝灰岩層が全体として厚さ約12～14cm介在している。また、同地層は直線的に伸びている。
写真-3　 写真-2の青枠内クローズアップA層は厚

写真-1　仮排水トンネル呑口法面全景

 裾花凝灰岩（火山礫凝灰岩）中に細粒～粗粒の葉理を伴う凝灰岩層が全体として厚さ約12～
14cm介在している。また、同地層は直線的に伸びている。

断層f1

凝灰岩A層

地層の伸び
の外挿線

凝灰岩B層

写真-4
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